
心
に
研
究
ru
れ
t･J恰
る
株
に
考

へ
ら
れ
よ
し

た
｡

以
上
判
然
に
伐
り
鼓
す
と
'
地
斑
叫
は
､

雅
樹

内
各
火
梯
北
ハ
に
湘
立

の
科
料
と
し
て
耶
牝
に
嬰
す
る
設
僻
J
完
全
,1
､
満
々
研
究
の
少
な
逝

め
て
居
ろ
枕

に
瓜
ほ
れ
ま
す
'
畔
に
各
火
蝉
に
於
て
許
で
な
-
､

各

地

方
に
は
､
地
域
調
教
肝
1品
5L=粧
さ
れ
'
非
の
研
究
は
火
々
報
骨
と
し
て

汲
来
さ
れ
､
非
の
介
盤
は
非
･::L=
な
多
数
に
放

し
て
i
c
ま
す
'
枚
触

り
各

大
蝉
の
桝
究
盗
み
槻
ま
し
て
も
､
::3
沸
刑
加

の
弗
倍
増
は
敢
肺
肝
に
な

r
て
似
ろ
の
み
兄

ま
し
て
J
､
.F.Hgl米
利
加
にこ
放
け
る
地

兜
研
鋸
の
如
何

に
盛
な
か
在
寮
す

る
に
放

り
ま
す
｡

聴

詣

石
油

地

質

学

概

要

･(
十
二
)

排

撃

士

大

-

村

7

蔵

関

東

印

度

哲

島

油

田

(
讐

紀
厨
項
の
油
…
つ
言

)

位
置
p
滑
革
及
産
額

莱
印
度
諸
島
に
は
大
小
の
各
晶
.
殆
ざ
凡
て
に
石
油
の
兆
棟
が
あ
る
｡
其
の
内
相
潜
め
石

油
の
産
出
を
見
つ
つ
あ
る
も
の
は
ボ
ル
ネ
オ

B
o
r
-

e
U

ス

マ
ト

ラ

Sum
atra
ヂ
ヤ
バ
Jav
a
及
び
セ
ラ
ム
C
era
m

の
四
鳥
で
あ
る
｡

一
九
二
四
年
の
産
箱
は
紙
計
二
四
､

六
三
六
~

0
0
0
帽
に
し
て
世
外
の
第
五
位
を
青
む
る
翠
'
有

勢

も
の
で
あ
る
､
其
の
各
島
の
制
令
は
七
暗
､
ボ

ル

ネ
オ

六
二
舛
'
ス

マ
ト

ラ

二
二
郎
､
ヂ
ヤ
バ

一
五
殖

石
油
地
既
蝉
概
要

蒜

弧

六

三



地

球

弟

八
蓉

第
二
駿

東

六
四

セ

ラ

ム

一
頭
で
あ
る
｡
即
ち
ボ
ル
ネ
オ
島
､
澱
も
有
数
に
し
て
其
の
大
草
を
占
め
て
屠
る
｡

ポ
〝
ネ
オ
島
に
於
て
は
英
機

B
ritish
B
.m
e.
に
は
ミ
タ
M
iri
油
的
.

蘭
髄

D
u
tch
B
om
e

o
に

は
北
兼
の

梅
岸
に
近
か
き
島
境
に
空
フ
カ
ン

T
arak
an
油
H
､
商
兼
の
海
岸
に
鑑
か
-

バ
リ
ク
､
パ
.'T
ン

B
alik
Papan
叉

は
ク
与

ィ
.1{
.etei
の
名
の
↑
に
紙
挿
せ
-

,
池
田
が
ゐ
&
O

ス
マ
-
ラ
島
に
撃

は
島
の
兼
北
端
に
鑑
か
-
舵

部
的
桐
だ
鞄
栴
さ
る
､
も
の
並
に
南
部
に
パ
ー/
ン
メ
y

P
al
em
ban
g

の
名
に
線
綱
さ
る
～
油
円
が
あ
る
｡

ヂ
ヤ
バ

島
に
は
島
の
北
東
部
.

ス
マ
ラ
ン

Sum
ara
ng

州
及
び

レ
ン
バ
ン
R

e
m

b
a
n
g

州
に
珍

-
山
群
の
油
田
あ
わ
､
普

通
ヂ
ヤ
バ
約
77田
と
親
鞘
さ
れ
て
屠
る

｡

兼
印
度
諸
島
の
宥
抑
工
業
は

一
八
六
六
年
頃
よ
り
各
島
に
放
て
小
規
模
に
着
手
さ
れ
た
る
も
､
鼻
の
活
躍
は

一
八

九
〇
年

ロ
ヤ

γ
､
ダ

ッ

チ

R
ay
at
D
u
tc
h
愈

乱
組
織
さ
れ
各
地
に
試
掘
を
開
始
せ
し
以
後
の
こ
E
に
し
て
､
一
八
九

三
年
頃
よ
I
lヂ
ヤ
F'1
.

ス
マ
ト
ラ
に
相
皆
の
産
油
を
見
る
に
至
-
､
ボ
ル
ネ
オ
は

一
八
九
九
年
以
後
多
量
の
産
油
を

見
る
に
至
っ
た
.
而
し
て
英
傾
ボ
ル
ネ
オ

の
産
油
は

7
九

〇
九
年
以
衣
で
あ
る
.

一
八
八
三
年
よ
ゎ
一
九
二
四
年
迄

の
各
油
田
の
線
度
衛
は
三

山

〇､
五
三
五
'
0
0
0
喝
で
あ
る
｡

沖
質
は
分
布
の
蛮
さ
に
相
臆
し
て
多
種
多
櫨
で
あ
る
｡
ボ
ル
ネ
オ
島
に
於
で
は
英
慣
蘭
額
共
に
北
部
の
鴻
の
は
何

れ
も
ア
ヌ
F,
ル
ト
系
に
し
て
ポ
ー
メ
一
八
度
内
外
の
衷
肇
の
も
の
な
る
が
､
南
部
油
田
の
も
の
は
上
智
の
も
の
北
部

ビ
同
質
に
て
下
層
の
も
の
は
二
八

1
三
六
度
に
し
て
4't
,フ
ヒ
ン
系
の
塵
質
の
も
の
で
あ
る
｡

デ
ヤ
バ
島
の
も
の
は
パ

ラ
ヒ
ソ
系
に
し
て
ポ
ー
メ
二
三

度

'
ス
マ
ト
ラ
島
の
も
の
も
全
様
､
三
五

-
玉
田
度
程
度
の
嘩
質
の
も
の
で
あ
る
0

地
質
及
頗
底

本
油
田
の
第
三
紀
静
は
飴
新
枕
よ
り
群
新
枕
に
至
る
道
連
療
敬
逢
し
て
居
る
｡
石
油
は
各

時
代
の



石
油
地
別
駿
取
嬰

愚
㌍

i.I:
:r,iJ

au
a3
0
8T
t
O

F()rmations&
charaCtel.

Uppel･PalcmbangbE〔ミ
pulniceous,greenttト
fls.sometimebrown
coal

Middle Palembang
bed
Shales with many
Coalsandoil

LowerPalembang
bed
Sandstones氏shnles,
sometimescoala
LilneStOne

Goemaibed
Mal･le(mainly)with
Limestones,Conglo-
1Tlerateatbase

Shales(mainly)with
orbitoidallinestones.
(EquivalenttoAqu-
itanian良uppetrpal･t
toDt71･di畠alian)

sandstoneswith coal

Upper Pfllemballg
bed
pumiceousiolitetuffs･
conglomel･ate,Snnds-
tones皮clays

Middle Palembang
bed

Mal･1yshelcs良pum-
iceoustuffswithm_
anycoalseams&oil

Lower PEllembang
bed.
Shalcsama一lswith
lilneStOnCS,COntaining
oil

Goemaibed
Shalcs良mallswith
limestones

Shales(mainly)with
orbitoidallimestones
(EquivalenttDAqui
tanian)
Lowerpartrnarls,si-
1icious shalesgreen
tuffs氏Nummulitic
limestorle

Conglomer.lteS.Salld
stones shalcs, coall
sealTIS皮Nummulitic
liLneStOneS

unconformity

Similar to that of
upperpalemballg

KembarLbed
SElndysh.,lles& sELn-
dstoneswith brown
coEIl

Ment【lWeibed
Conglomel･aticsdstO-
nes&shalcs& coal
seamscontainingln u･
choil

PoeloeBalanl_,7bed
Sandstones& shalcs
conはiningmuchoil
(Equivalentto Bur-
digillians)

Pamoeboelanbed
Hard knObly shalcs
withli111CStOne
(EqinvalenttoAqui
tallianJ

7-Nummt】litic良.O r
bitoidallimestons
β-Shales & mtlrls
with Nummulitic
LilneStOneS
α-Sandstones良sI1-
aleswith coal



地

球

節

八
巻

節
二
班

蒜

八

六
六

地
府
中
に
布
衣
す
る
も
､
現
在
の
主
要
な
る
産
油
系
統
は
中
新
暦
の
下
部
よ
-
鮮
新
暦
の
下
部
に
至
る
問
の
も
の
で

あ
る
右
に
各
島
の
地
鮮
系
統
を
固
敦
す
る
｡(
主
だ
し
て

『
轟
間
組
督
府
郁
謬
'
欄
間
印
度
諸
島
閣
申
分
に
閑
す
る
地

質
聾
的
研
究
』
に
繰
る
)

英
領
ボ
ル
ネ
オ
の
ミ
リ
洲
田
は
南
北
に
近
か
き
暦
向
を
有
す
る
､
兼
梨
に
急
に
問
翼
に
経
な
る

山
保
の
有
斜
構
造

の
上
に
成
立

し
て
屠
る
｡
表
れ
故
､
坑
井
は
凡
て
閣
謁
の
上
に
配
躍
さ
れ
て
あ
る
｡
石
柵
は
童
だ
し
て
中
新
暦
上
部

の
砂
暦
中
に
鞄
首
し
て
居
る
｡
蘭
慨
の
タ
ラ
カ
ン
油
凹
は
タ
ラ
カ
ソ
島
を
閣
北
に
走
過
し
ボ
ル
ネ
オ
本
島
に
及
ぶ

一

大
背
斜
構
造
の
上
に
成
立
し
､
油
田
の
主
要
部
は
傾
斜
頗
る
経
没
に
し
て
二
個
の
ド
ー
ム
を
形
成
し
て
居
る
｡
石
油

は
主
ビ
し
て
上
部
中
部
圏
中
の
砂
暦
中
に
簸
接
し
て
屠
る
も
の
で
あ
る
｡
南
部
の
Pr,
タ

ク
｡
パ

パ

ソ

油
田
は
ク
テ
ィ

ラ
マ

K
o
e
‥ei
L
aq
la
サ
ン
ガ

･
サ
ン
ガ

S
an
g
a
S
an
g
a
及
び
サ
ン
ボ
デ
ヤ

S
am
b
o
dja
の
三
油
田
を
有
し
､
北
は

ク
デ
イ
の
河
口
附
近
よ
も
繭
は
パ
リ

ク

･
バ
パ
ン
潤
に
至
る
約
八
十
哩
の
間
に
約
南
北
の
方
向
に
分
布
さ
れ
て
居
る

地
質
構
造
上
よ
う
見
れ
ば
着
三
油
関
は
同

完
円
斜
構
造
に
屈
し
p
瀬
田
だ
成
れ
る
部
分
は
特
に
隆
起
せ
る
部
分
で
あ

る
｡
石
油
は
中
潮
を
期
暦
中
の
砂
暦
に
泥
浸
し
て
屠
る
''
サ
ン
ダ

｡
サ
ン
ダ
油
田
に
於
で
は
下
部
申
新
期
暦
の
プ
-

γ
-
･
で
プ
ン
又
は
サ
ン
ガ

･
サ
ン
ガ
厨
に
主
事
な
る
油
層
が
三
層
発
達
し
て
居
る
｡
ス
マ
ト
ラ
島
に
於
け
る
北
部

油
田
は
同
島
の
兼
北
端
海
岸
に
鑑
か
-
T議

の
背
斜
軸
が
横
は
ro
五
個
の
油
田
が
そ
の
上
に
発
達
し
て
居
る
｡
背
斜

軸
の

一
般
暦
向
は
兼
西
に
近
か
き
北
西
聖

ボ
L
t
傾
斜
は

1
股
に
頗
る
綬
淫
で
あ
る
主
要
油
暦
は
上
部
中
新
暦
即
ち

下
部

バ
レ
ン
バ
ン
膚
中
に
介
在
せ
る
砂
暦
で
あ
る
｡
南
部
の
.rl
レ

ン
バ
ン
油
田
に
は
背
斜
軸
の
数
極
め
て
多
-
五
十

回
に
達
し
.
其
の
内
構
造
の
良
好
な
る
-
の
十

T
に
多
数
の
油
田
が
成
功
し
て
居
る
0

小
牧
暦
向
は
南
方
デ
ヤ
.-1
鳥



に
鑑
か
き
方
面
の
-
の
は
兼
西
に
鑑
か
-
'
南
方
に
鹿
-
に
従
っ
て
漸
次
北
西
の
方
向
E
L･B
も
戯
北
部
の
も
の
は
北

四
五
鹿
西
を
示
せ
る
如
き
関
係
で
あ
る
.
本
油
田
の
主
要
油
暦
は
下
部
鮮
新
暦
即
ち
中
部

''t
レ
ン
.I,
ソ
暦
中
に
介
在

せ
る
抽
暦
に
し
て
本
油
田
の
産
油
の
九

〇
頭
を
占
め
て
居
る
｡
本
油
E
地
方
に
於
て
は
中
部

''1
レ
ン
バ
ン
暦
中
の
石

艶
は
三
暦
あ
-
､
石
油
は
中
央
の
石
汲
暦
附
近
に
最
も
多
畳
に
貯
蔵
さ
れ
て
居
る
｡
此
の
外
本
島

の
中
央
部
に
ヂ
ヤ

ン
ピ
ー
D
jam
b
i
LJ
る
石
油
兆
候
地
あ
り
'
購
求
多
望
な

も
ど
で

1
九
二

一
年
頃
英
米
の
間
に
激
烈
な
る
柿
利
堆
稗

の
詐
帝
行
は
れ
た
る
を
以
て
有
名
な
も
の
で
あ
～?
｡
結
局

.
柿
利
は
英
国
の
獲
碍
す
る
誓

)
ろ
ど
な
り
'
銑
意
試
掘

中
L･{
る
も
未
だ
成
功
の
域
に
蓮
し
て
居
な
い
｡

デ
ヤ
バ
島
に
放
け
る
油
田
は
南
部

ス
マ
L
.フ
の
夫
の
如
-
多
数
の
背
斜
軸
横
は
･cIP
既
知
の
も
の
の
み
に
で
も
四

十
候
に
逢
す
三
石
ほ
れ
て
居
る
｡
其
の
内
十
九
憶
の
背
斜
に
約
二
十
二
個
の
油
附
が
発
注
し
て
屠
る
｡

一
般
暦
向
は

島
軸
に
単
行
即
ち
大
略
兼
酉
で
あ
る
｡
而
し
て
島
の
中
央
山
軸
に
近
か
き
部
分
の
背
斜
は
構
造
急
峻
に
し
て
石
油
を

保
有
せ
ず
'
又
.
海
岸
に
近
か
き
部
分
の
も
の
も
同
様
な
る
構
造
に
し
て
多
-
石
柚
を
崖
し
な
い
｡
唯
其
の
中
央
部

に
横
は
る
も
の
は
構
造
此
故
的
良
好
に
し
て
多
畳
に
石
恥
を
産
し
て
居
る
｡
本
仙
附
の
出
油
せ
る
背
斜
軸
中
十
五
榛

は
此
の
中
央
部
に
存
在
せ
る
も
の
で
あ
る
｡
此
の
十
五
保
の
背
斜
射
止
に
十
八
個
の
油
四
が
成
立
し
て
居
る
｡
主
要

産
的
地
膚
は
上
部
及
下
部
中
部
期
厨
中
に
介
在
し
て
屠
る
｡
叉
'
北
部
の
海
岸
に
近
か
き
方
面
に
て
は
漸
新
期
暦
中

に
も
存
在
し
て
屠
る
｡
何
れ
も
砂
暦
を
貯
脚
岩
ビ
し
て
屠
る
｡

セ
ラ
ム
島
に
於
で
は
東
部
の
ブ
ラ
潤

B
u
ta
附
近
に
於
て
産
出
し
て
屠
る
｡
地
層
は
第
三
紀
の
も
の
の
由
な
る
も

詳
細
に
至
っ
て
は
未
だ
駿
東
が
な
い
.

石
油
地
質
蝉
概
要

1
究

六
七



地

球

鰐
八
容

節
二
髄

蒜

〇

六
八

甘且Ⅵ

緬

旬

油

田

附

印

度

油

田

位
置
､
滑
翠
及
産
額

親
和
に
於
け
る
油
田
は
同
園
の
中
火
を
賞
洗
せ
る
イ
ラ
ブ
デ
ー
I
r

r
a
w
a
d
d
y

河
の
凹
地

に
約
ふ
て
分
布
し
､
河
=
よ
り
約
三
百
哩
の
地
に
あ
る
エ
ナ
ン
.ヤ
ン

Y
ehangy
an
g
油
田
を
中
心
ビ
し
て
南
北
約
二

百
哩
位
の
間
に
大
小
七
佃
の
油
刑
が
成
立
し
て
屠
る
｡
そ
の
.外
､

エ
ナ
ン
ヤ
ン
の
北
方
約
三
官
哩
の
イ
ラ
ブ
デ
ー
河

の
支
流
な
る
チ
ン
ド
ウ
イ
ン

C

hindw
in
河
の
流
域
に
も
小
油
附
が
開
験
さ
れ
て
居
る
.
7
九
二
四
年
の
産
額
は
七
､

七
二
〇
七

〇
〇
〇
妬
p

そ
の
内

'
エ
ナ
ン
ヤ
ン
油
凹
は
其
の
六

盲

シ
ン
ダ
ク

S
in
g
u
油
田
は
二
七
妙

を
度
し
,

此
の
二
油
田
に
て
大
部
分
を
占
め
て
居
る
｡
エ
ナ
言

ン
油
田
地
方
に
て
は
十
八
世
紀
頃
よ
-
手
掘
法
に
て
採
油
行

は
れ
世
鼎
に
於
け
る
最
も
古
き
油
相
で
あ
る
｡

一
八
五
五
年
此
の
地
を
副
審
せ
る
オ
ー
ル
ド

ご

D
r.
0
1dham
は

買

ン
ヤ
ソ
油
田
が
背
斜
構
造
の
頂
上
に
沿
ひ
敬
逢
せ
る
こ
亡
に
注
意
し
た
0
此
の
事
薯
は
石
油
糠
床
豊

田
斜
構
造

E
の
開
係
を
記
し
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
｡
(
D
as
E
-
d
G
I
v
o
n
E
ngler･H
fer
)
米
図
式
の
婁
井
機
を
使
用
し
出
し

た
る
は

一
八
八
八
年
以
後
の
こ
ど
で
あ
る
0

軌
質
は
パ
ラ
ヒ
ン
系
に
し
て
ボ
ー
メ
些

二
蛙
で
あ
る
O

地
質
及
鋳
床

緬
句
油
田
を
構
成
せ
る
第
三
紀
暦
の
鹿

序
は
左
の
如
-
で
あ
る
｡
(

主
ビ
し
て

M
em
onies
fo
the

G
･
S･
of
lnd
ia
V
al
･
X

Z
19忘
に
櫨

る
)

各
系
統
の
時
代
は
'

イ
ラ
フ
デ
ー
暦
は
碑
新
期
の
も
の
な
れ
で
其
の
下
部
は
中
新
規
に
及
び
,
ブ
ロ
ー
ム
暦
は
下

郡
中
断
期
に
瞥
る
を
以
て
カ
で
粘
土
静
は
大
約
中
断
期
の
中
部
に
相
瞥
し
､
-
シ
ツ
ー
サ
ヤ
ン
静
は
漸
新
潮
に
相
瞥
し



て
居
る
｡
不
整
<
=
以
下
の
布
孔
故
は
上
潮
乃
至
小
楯
新
期
の
-
の
に
替

っ
て
屠
る
｡

前

納
地
耶
韓
柑
嬰
地

産
油
府
系
は
ぺ
I
グ
系
統
に
し
て
就
中

カ
ヤ
暦
が
最
も
重
要
な

る
も
の
で
あ
る
｡
貯
溜
岩
は
凡
て
砂
健
で
あ
る
｡

細
旬
油
田
の
地
質
構
造
は

l
股
に
南
北
に
近
か
き
北
西
-
南
光

の
静
内
を
有
す
る
触
州
を
な
し
､
現
在
の
産
油
柵
田
の
凡
て
は
其

の
背
斜
の
頂
上
に
沿
ふ
て
験
達
し
で
居
る
.
緬
旬
に
於
け
る
第

1

の
油
附
な
る

エ
ナ
ン
ヤ
ソ
の
背
斜
は
約
北
二
〇
皮
-1B
の
暦
向
を
有

し
延
長
十
数
哩
に
達
し
両
翼
の
傾
斜
頗
る
綬
漫
な
る

も

の

で

あ

a
.
地
暦
は
其
の
中
心
に
4't
I
グ
暦
を
露
川
し
其
の
四
周
を
バ
ラ

ワ
ヂ
膚
に
て
包
囲
し
て
厨
る
｡
ベ
ー
ダ
暦
の
露
出
は
延
長
六
郎
､

幅
は
骨
斜
の
中
心
に
於
て

u
-S
iに
逢
し
て
居
る
｡
出
油
憧
域
は
背

斜
の
中
心
の
最
も
隆
起
せ
る
部
分
二
哩
の
間
に
聴
逢
し
て
居

る
｡

石
油
は
凡
て
カ
ヤ
暦
の
粘
土
中
の
砂
府
中
に
貯
溜
せ
る
も
の
か
ら

採
収
し
て
居
る
｡
第
二
の
シ
ン
ダ
的
附
の
背
斜
は
仝
社
長
三
十
哩

に
及
び
府
向
は

淀
ナ
ン
ヤ
ン
の
そ
れ
に
等
⊥
-
､
唯
､
発
現
は
殆

ど
直
立
し
'
殿
に
由
で
は
反
韓
せ
る
に
封
し
酉
翼
は
坤
均
二
十
鹿

内
外
の
頗
る
揮
漫
な

る
傾
斜
聖

耶
す
如
き
不
封
締
約
の
旦
の
で
あ

芸

;.
)

六
九



節
八
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七

O

固 祁 分 別 納 品 珊 圧 印 琴

る
O
中
心
に
は
ぺ
ク
暦
を
露
出
し
四
周
を
イ
ラ
ブ

ヂ
厨
に
固
ま
る
～
事
は

エ
ナ
シ
ャ
ン
だ
同
じ
で
あ

る
ぺ
ク
厨
の
露
出
は
薙
垂

二
〇
哩
､
巾
二
哩
で
あ

る
｡
抽
出
は
背
斜
の
南
端
に
近
-
方
五
哩
の
間
に

聴
達
し
て
屠
る
P
其
の
北
方
十
哩
の
地
に
同

一
背

斜
の
上
に
エ
ナ
ン
ヤ
ツ
ト
Y

ellangyat
抽
円
が
あ

る
油
暦
は

エ
ナ
ン

ヤ

ン
ビ同
様
に
カ
ヤ
闇
中
に
介

在
し
て
屠
る
｡
他
の
油
田
も
以
上
二
油
田
bJ
大
同

小
異
で
あ
る
Q

附

印

度

油

田

ア
ッ
サ
ム
油
田

ブ
タ

サ
ム

A山
S
a

rn
に
は
納
句
油
円
.･J
リ
政
北

方
に
懲
り
的
大
官
哩
各

桁
つ
る
ブ

ラ

マ
プ
ト
ラ

B
u
r
a
m
a
p

utra

及
び
ス
ル
マ

S
u
rum
a

河
の
納
域
に
石
油
地
が
あ
る
｡

此

の

石

洲
地
坪
は
甫
方

に
向
ひ
イ
ヲ

ワ

ヂ
-
河
の
上
流
'
チ
リ
ド
ゥ
イ
ソ
C

h
in
d
TVin
河
抄
紙
機
も
総
て
節
句
約

m
に
迎
瓦
す
る
も
の
で
あ
る
0

産
油
々
川
は

現
在
の
と
=
ろ
三
つ
め
り
食
計
五
〇
〇
､

0
0
0
和
内
外
で
あ
る
0
地
質
は
祁
倒
油
田
と

同
株
中
潮
期
の
地
層
中
に
貯
附
し
'
機
体
は
背
斜
の
頂
上
に
形

成
さ
れ
て
居
る
｡

英
餌
印
度
油
出

英
餌
印
鑑
に
於
て
ほ
北
部
の
カ
ツ
",
-
ル
K
a
sh
im
iH地
方
に
石
的
地
が
あ
る
州
銘
が
パ
リ
ヂ
ヤ
プ
P
a
n
ia
b
あ
る
政
'
晋
劫

パ
リ
ヂ
セ

ナ
油

E
･
,揮
ぜ
ら
れ
て
周
る
｡
産
的
は
数
解
肺
に
過
ぎ
な
い
｡
酷
油

地
静
は
下
誹
り
的
軒
別
か
有
紀
粁
妙
計
よ
り
な
る
暦
系
の
抄
静
内
に
存
放
し
て
伽
る


